






研究目的 

昭和50年,51年に東京都奥多摩地区において630名の小学生を対象に血清総コレステロー

ル(TC)を測定したが,TCが200mg/d1以上の高コレステロール血症の出現頻度が,約30%と高

く,昭和53年に同地区で追跡調査を行い,小中学生1,313名を対象に,TCおよびHDL一コレ

ステロール(HDL-C)を測定した。その結果,高コレステロール血症の出現頻度は,5%と低下し

ており,それは,TC の測定法の違いや,食事の変化などが考えられた。また,その時,6 才から

15 才までの各年令別,男女別の TC および HDL-C の平均値も求めた。今回は体位異常者と

TC,HDL ｰ C,トリグリセライド(TG）と両親の動脈硬化症の risk factor との関係についても

検討を加えた｡ 

 


